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第2レーススタート

<地セーラー初めての手合わせ〉

第1回滋クラス全日本選手権大会

金指昭郎・吉田晴彦 へ

ツト（彼も米国では，抵オーナー）がおり，このチャ

ンピオンシップを盛りあげる一つの要素となった。

結果は，終始素晴らしい走りを見せ，常にレースを

リードしていたく菊〉が最終レースでリコールをし，

手堅く2番手につけていた<HORNETI>が逆転優勝

をし，初のタイトルを手中におさめた。

なお，このチャンピオンシップは，82年1月にシド

ニーで開かれる第3回の鰯クラス・ワールドチヤンピ

オンシップの選考も兼ねて行われ，4隻がワールドチ

ャンピオンシップにチャレンジすることになった。

このチャンピオンシップを共催していただいたNO

RCの皆様に，城クラスのあれこれや，レース中のエ

ピソードなどをおりまぜてレースの詳報をお伝えする

とともに，今後とも抵クラスをサポートして下さるよ

うお願いします。

日本のクルーザーレースで,’78年クォータートン・

ワールドチヤンピオンシップ以来久々の大フリートレ

ースとしてヨットマンの注目を浴びた城クラス全日本

選手権は,10月13日～18日に絶好のコンディションの

もと，クォータートン・ワールドとほぼ同様な海面で，

佐島マリーナをベースに開催された。

レースは，約13マイルのオリンピックコース4レー

スと，佐島～初島～佐島の約48マイルのディスタンス

レース1レースの計5レースで争われ，全国から集ま

った21隻（エトリー数24隻）の堀には，ディンギーレ

ーサーからクルーザーレーサーまで多士済々のメンバ

ーが約120名集まり，佐島マリーナは彼らの熱気に包

まれた。120名のメンバーのうちには,昨年の減クラス

ワールドチャンピオンシップで優勝した，ジョンコー

リアスのフォーストクルー，ファーリー・フォントネ

(2）
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＝対クラスの現状＝

輸入された妬が日本の海に進水して早1年半を経過
し，日産自動車により国産化されたニッサン堀になっ
て1年が経過した今，何とか58隻の妬フリートになり
今回の第1回全日本選手権を開催するまでに育ちまし
た。このかげには林会長の大きな努力があり，また，
世界的には，今年10月よりIYRUインターナショナル
ステータスを獲得し,名実ともにIOOD(International

OffshoreOneDesign)となったことなどの地道な活
動が実を結んだ結果と思われます。クルーザーで初め
てのIOOD蝿は，日産を含め，世界6カ所の工場で生

産され，現在33カ国に3千隻強の堀がセーリングを楽

しんでいます。インターナショナルクラスとなったこ

とで蝿クラスの国際的な普及と将来の安定性がより一

層保証されることになりました。

日本溌クラス協会の会員数も150人近くになり,3

隻以上集まってできるフリートも3カ所誕生し，それ

ぞれ柄発な活動をしています。日本の妬の輪が枇界へ，
世界の蝿の輪が日本へというようになることを期待し

て活動をしています。

＝全日本選手権の運営＝

今まで我々はいつもNORCやJYAの主催するレー

スに参加するばかりで，運営することは皆無に等しく，
レースの運営がこんなに大変だとは思いませんでした。

まず最初にスポンサーの問題，レースの告示，大会役

員のお願い，プログラムづくり，計測等の下準備，そ

してレースそのものの運営といくらでもやることがあ

り，準備を始めてレースまでの3カ月はあっという間

に過ぎてしまいました。スポンサーは日産自動車。こ

こまではまずまず簡単でしたが,OODであるがための

チャーターポート，また，ワールドの選考会を兼ねた

ためのワールド派遣選手の援助については簡単にはい

きませんでした。日産自動車のサポートでチャーター

艇は10隻，ワールド派遣選手のうち3名の往復航空券

支給ということになりました。プログラム，宿泊，パ

ーティー，レース運営等は，すべて，'78年Qトン・ワ

ールドを手本に簡略化した形で行うことでなんとか切

りぬけました。

今回一番考えなければならなかったことは，城がイ

ンターナショナルクラスになるということと，我々の

仲間が皆NORCのレースに参加しているということで

した。インターナショナルクラスであれば，当然日本

ではJYAのクラスの一つでなければならないが，艇は

クルーザーであり,NORCのレースに出場していると

いう現状です。NORCとJYAが何故か一本の線につ

ながっていないことの疑問を感じたのは初めてです。

この問題も我々の仲間の長老渡辺修治氏のサポートに

より,NORCとJYAの共催（主催は城クラス協会）

という形で御了解いただいたことで我々も大喜びで，

何とか堀がクルーザーとディンギーの楠渡しとなるこ

(3）

とができれば，またなるようにならなければと思いま

した。特に今回は，インターナショナルジュリーの石

井正行氏にチーフジュリーをやっていただくかたわら,帆

走指示書作りにも協力して下さり，ヨットマン皆のクラ

スとして育てていこうという感じになりつつあります。

＝艇の運搬＝

本来は“艇の運搬なしにセールを肩に”が合い言葉

のOODなのだが，どうも新艇のチャーター艇は不評

だったようです。新しい艇はよいのだが何かと手入れ

に時間がかかることを考えると，自艇を運搬したほう

が.…．｡というところに落ちつくようです。これが何年

かたち，城オーナーがふえれば，オーナー同志連絡を

取りあってチャーターすることがあたりまえになると

思います。やはりセーリングする道具だから信頼関係

がないといま一歩チャーターには……というところの

ようです。

実際にチャーター艇は4隻の利用者に終りました。

他の17艇は，遠くは九州から，近くはシーボニアから

の陸送・回航で，全国13カ所からの大荷物の大移動と

なってしまいました。九州から参加の堀クラス協会会

長の林先生は，レンターカーを借りて3人で陸送し，

だいぶん安く費用をあげたようです。回航組で驚異的

だったのは，清水からやって来た<KO-MARGE>で

す。彼らは9月の中旬に佐島にやって来て，毎朝6時

～9時までトレーニングをしてレースに参加，表彰式

後のアフターパーティーが終るやいなや“ぼくらこれ

から帰ります”と一言いい残して，サッサと清水に回

航して帰ってしまいました。レースも終りホットして

いる他チームは，後からこの話を聞かされ，彼らのダ

フさと行動力に驚いていました。

＝計測＝

計測はIORやJORと違い簡素化されているかわり

に，ルールそのものがぬけ道のないようになっていて，

厳密に行われることになります。スパー，リギンの長

さ,J寸法，デッキアレンジメント，セール，バラス

ト，キール等は一定寸法のアローアンスの中に入って

いなければなりませんが，皆が一番苦労したのは，フ

ローテーションテストのようです。

フローテーションテストは，艇の重量とバランスを

計るために行われるのですが，ステムとラダーの定め

られた場所に,1510n)h,,長さ100咄のマークを入れ，艇

を浮かべ，前後のマークが水の中に入らなければなり

ません。結果としては単純なもので，いつでもチェッ

クができますが,軽く，しかも良い状態のトリムに浮か

せるのはむずかしいことです。

そこには搭載備品のルールがあり，船外機等につい

ては搭載場所，最低重量まできめられています。また，

インナーバラストとなるチェーン，アンカー，バッテ

リー等の比重の大きい物は，搭載量がきめられていま



8m/secと，この海域での最高のコンディションとな

った。

スタートは，コミッティーの投錨と同時に10分前と

いうあわただしいレースであったが，選手達は初めて

の手合わせで成績に関係ないこともあって楽しいレー

スが展開された。

このプラクティスレースで注目されるスピードを示

したのは,ソリング乗りの日高達のくブーメラン>,470

の名手小松のく菊>，二宮のくホーネットⅡ>，波多江の

くマルジェJr>,クォータートンレーサー・前田のくコ

マルジェ>，八木のくどんくい>，羽柴兄弟のくチャイナ

タウン>，〈オリーブ>，といったところであった。

リコールによる失格は4艇あったが，リコール艇も

スピードを合わせるという意味で，再スタートする気

もなかったようだった。
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第｜レースサイド写真のトップは<KoMar9e>

すし，もちろん鉛等のインサイドバラストはだめです。

許されているのは，ロッカーや本棚等の居住艤装品の

追加，一定量の清水，大量に捨てるにはと考えるビー

ル缶詰等の食糧品等です。計測日に佐島近辺の酒屋さ

んで，ビールの売上げが伸びてビックリとなったのは

これ力理由のようです。

計測員も艇をチェックして，オーナーに、これは缶

ビール3ケース程度ですね'′というのがまたおもしろ

いところです。この中で一番ユニークだったチームが，

酒屋ではなくて米屋からビニールパックのお米を買っ

てきて、これで計測をお願いします。これは食糧品で

すし，ビールは高すぎるので……お米買って政府にも

協力しています〃これには計測員もビックリしていま

したが，苦笑いしながらOKを出していました。彼ら

は今頃塩気のあるご飯を毎日食べているのではと思っ

ています。

へ

＝第1レース＝

（兜0900スタートオリンピックコース）

第1レースは，北風5～6m/sec波もなく穏やかだ

が,風は振れやすく，常に10｡～15・のシフトをしている。

スタートは，スタート直前までほぼラインスタート

に近く，若干下有利程度であったが,スタート時には10.

以上下にシフトし，完全に下有利となった。下一番で

スタートしたくアポロニア>(博多から参加のチャータ

ー艇）が他艇をリードし，第1マークをトップ回航，

その後にくホーネット>，〈ゴマルジェ>，〈菊>，〈マン

タ〉とつづく。その後集団はまったくのだんご状態と

なり，マークタッチや接触があり，どの艇が回航した

かどうか確認する運営艇は大混乱，回航艇も大混乱と

なったようだ。サイドマークから下マークまでは大き

な変化がなく，トップを走るくアポロニア〉が後続艇

に追いつかれながら下マークを回航，長い2回目の上

りのレグでの戦いとなる。2回目の長い上りのレグと

いうのは，センターマーク方式のオリンピックコース

なので，第1上りレグと第3上りレグは，第2上りレ

グの半分になっているからである。第2上りレグは，

直線距離で約3マイル程度である。

この長い第2上りレグで勝負がきまったようだ。こ

のレグでく菊〉がトップにたち，上マークはく菊>,〈ゴ

マルジェ>,<マンタ>,<ホーネット>,<マルジェJr>の順
で回航し，下マークもこの順位で回航した。フイニッ

シュは,<菊>,〈ゴマルジェ>,<マルジェJr>,<マンタ>,

<ホンキートンクJr>となった。結果的には確実に風の

シフトをつかみ，艇をすべらせたく菊>,〈コマルジェ〉

が良い成績をおさめ，ディンギーセーラー強しという

感じを与えた。

＝艇名問題＝

IYRU'81年ルールを使用したため,2艇が艇名問

題にひっかかることが，前日になって明らかになり，

これには運営側もオーナーも大慌て……。この2艇は

某自動車メーカーに関連する会社で,<LAUREL>,<G.

LORIA>で;やれ「R」を「L」に替えれば良いとか，

日本語訳にすればどうか，でも「月桂冠」にすると商

品名になるからダメだとか議論百出し,<LAUREL>

はく月桂樹>,<GLORIA>はく菊〉と変更し，一件落着
となりました。

このく菊〉には後日談があり，代表オーナーは，仕

事の都合で参加できず，知らない間に艇名がホームポ

ート岡山の県花に替わっており,<GLORIA>がダメな

ら自分の名前のく友近丸〉とかくトモチャン〉とかに

替えてほしかったなどと話していました。皆さんも艇

名を付けたり替えたりする時には十分御注意を〃

（
』

＝第2レース＝

(%1300スタートオリンピックコース）

第1レースに引き続き行われた第2レースは，風が

北東にシフトして，海面状態等は第1レースと同様で

＝プラクティスレース＝

(ﾘ向1400スタートオリンピックコース）

プラクティスレースは，穏やかな海面に北東風7～

(4）
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の弱い風が吹きはじめ，後続艇が追いあげ,10艇がだ

んご状態となった。佐島実験灯台が確認されるころ，

北東風6m/secとなった。トップ°はく光>,<オーリーブ〉
2艇のようだ。フィニッシュは佐島港口近くのため，

全艇定置網の確認に神経を使うことろだ。定置網をさ

がすのにく光>とくオリーブ>がてまどっている間に，ど

こからあらわれたかく菊〉が，〈光>とくオリーブ>をかわ

してトップでフィニッシュ。〈菊>の後からくどんくい〉

がロングに強いところをみせ2位でフィニッシュ。続

いてく光>,〈オリーブ>,<チャイナタウン>とフィニッシ

ュした。上位4艇はわずか2分の間にフイニッシュし

た。この時点でく菊>が2位以下を大きく引きはなして

ダントツとなり，〈菊〉の優勝は間違いないものと思わ

れた。

あった｡スタート1分前までは上有利と見えたが，ス

タート時点ではラインスタートとなった。ガラ空きの

アウター側からトップで飛び出した<JofJ>は,フレッ

シュウインドをつかみスピードを上げながら上マーク

へとアプローチ。しかし，中央寄りからスタートした

く菊>は,風の振れを適確につかんで<JofJ>をかわし，

上マークをトップ回航,続いて<JofJ>,<ホンキートン

クJr>,<コマルジェ>,<マンタ>,<ホーネット>がII1航した。

サイドマーク,下マークとスピンランでく菊>は他艇を

じりじりと引きはなしていく。長い第2上りレグで順

位が入れ替わる｡上手に風を読んだ艇が上位に上ってく

る｡第2上マークはトップが入れ替わり,<ホーネット>，

<菊>,<エスメラルダ>,〈コマルジェ>,〈オリーブ>,<光〉

の順となった。このレグでくオリーブ>は南よりのコー

スをとって18位から一挙に5位に上がってきた。もち

ろんトップ'111航をしたくホーネット〉も南よりのコースを

とりながらスピードをあげ，〈菊>との激しいせりあい

となった｡長い追手のレグでく菊>はくホーネット〉との差

をつめ,下マーク回航では上手な位置につけてオーバーラ

ップを取り，みごとなマーキングでトップをうばい返

して,逆に2艇身の差をつけた。そしてフィニッシュま

で2艇の上りのたたき合いとなった。〈菊>はくホーネ

ット〉をピッタリとマークし，ダッキングマッチとなっ

たが,フィニッシュライン200m手前でマークをはずし，

別々のタックで走りはじめた｡マークをはずされたくホ

ーネット〉は,スピードもあがり，よいシフトをひろっ

てく菊>をかわしてフィニッシュ，みごたえのあるレー

スとなった。第2上りレグで調子に乗ったくオリーブ〉

も3位でフィニッシュ,続いてくコマルジェ>，〈ホンキ

ートンクJr>,<エスメラルダ>となった｡このレースも

上りレグでの風の読みが勝負を決定したようだ。

前評判の高かったくどんくい>は,スピンポールトラブ

ルでD.N､S.となり，優勝争いから脱落していった。

冬

＝第4レース＝

(%1400スタートオリンピックコース）

天気は上々であるが，前日よりもさらに風がなく，

ふれまわる。スタートは1時間延期されて14時スター

ト。下有利のスタートであったが上側からスタートし

たく矢矧>が，いい風をつかんで上マークをトップ11'1航。

続いてくホンキートンクJr>,<チャイナタウン>,<マ

ルジェJr>｡<菊〉は7位で回航，ちょっと調子が狂っ
ているようだ。

トップのく矢矧>がミスコースをし，サイドマークで

は,<ホンキートンクJr>がトップにたった｡<ホンキー

トンクJr>は，今I']出場チームの中で最軽量艇（クル

ーのウエート・トータルが270kg)である強みを生か

し，微風の中ではすばらしいスピードで他艇をはなし，

下マークではダントツになった。

下マーク回航時点で風はほとんどなくなり，長い-上

りレグでは何が起こるかわからない。風は多少南よ

りにシフトしたようだ。時間は午後3峠半，この海面

へ

へ ＝第3レース＝

(%0600スタート佐島～初島～佐島）

スタート時北東の風6m/secと絶好のコンディショ

ンであり，このままゴンスタントな風が吹けば早いレ

ース展開が期待されたが，予想としては，昼には風が

落ち，南の微風になると思われた。しかし,10時には

初島の手前2マイルにたとゞりつき，10艇が横一線とな

って初島への最後のアプローチとなった。しかし，こ

こで風は落ち,1～2m/secとなった。初島回航は定石ど

おり南側からアプローチしたくオリーブ>,〈ブーメラン〉

が先航したが,初島西側で完全に風が落ち,潮とブラン

ケットに悩まされている間に,大外回りをしたくカスミ

V>がトップ胆l航｡そのすぐ後から同じコースをとった

く光>が，風をつかみきれずに潮でもどされ，最終回航

となった。その後風は南から北からと振れまわり，北

よりのコースがよいのか,南よりコースがよいのかまっ

たくわからない展開となった。佐島沖に近づくころ西 《
詩 ~

一
鐸,…恥か

左よりく菊>,<アブラカダブラ>,<ホーネットH>,

〈アボロニア>,〈どんくい〉撮影：日産自動車(5）



ようだ。潮と風のシフトにより，皆スタートタイミン

グがずれたようだ。2艇だけ再スタートをする。X旗

はやはりおりない。まだリコール艇はいる。徐々に調

子をあげてきたくエスメラルダ〉は，いいスピードで

トップを走る｡上マーク回航はくエスメラルダ>，〈ブー

メラン>，〈オリーブ>，〈アブラカダブラ>，〈菊>，〈マ

ルジェJr>の順である。

サイドマーク，下マークとほとんど変化はなく，長

い第2上りレグでやはり調子のあがってきたくブーメ

ラン〉がトップにたち，そのまま第2上マークを回航，

〈エスメラルダ>，〈菊>，〈光〉と本来の力を発揮した

順位で回航し，そのまま下マークをも回航した。この

シリーズ最後の上りレグ,フィニッシュまでの約1.5マ

イルの勝負となった。優勝争いでく菊>を追うくホーネ

ット〉は9位でちょっと逆転はむずかしそうだ。〈菊〉

は手がたく中間コースをとりながら前の2艇を追い上

げて行く。いいスピードだ。まったく同じコースを

く光〉がく菊〉をマークして，同じようなスピードで

追い上げてくる。〈菊〉とく光〉のトップ争いになりそ

うだ。しかし，手がたく走るく菊〉はそのままトップ

でフィニッシュしたが,ホーンが鳴らない｡ヘルムスマ

ンの小松が不思議そうな顔をしてコミッティーを見な

がら何か聞いたようだ。コミッティーは“リコール”と

言った。2位のく光〉がフィニッシュラインを横切る。

ホーンは鳴った。1位はく光〉となった。続いて，

〈エスメラルダ>，〈オリーブ>，〈チャイナタウン>，

〈コマルジェ>，〈ブーメラン〉がフィニッシュ，この

中でもくゴマルジェ>，〈ブーメラン〉がリコールであ

った。〈菊〉を追うくホーネット〉は9位でのんびり

とフィニッシュした。彼らはく菊〉をとらえることが

できなかったため何となく元気がなかった。プレスポ

ートから，「二宮さんおめでとう優勝だよ」と言われて

も何かわからない顔をして聞きかえしていた。プレス

ポートからもう一度声がかかった「小松さんはリコー

ル，二宮さんが優勝｣。〈ホーネット〉は，艇がひっく

りかえるようなさわぎで,大喜びとなった｡何となく歯

ぎれの悪い逆転優勝となってレースは終了した。

第2レース上右より<JofJ),<菊>,<マンタ>,<マル

ジェJr>1<ホーネットⅡ>1<光>､<ゴンベイ〉

では一般的には，次に吹いてくるのは北のはずだ。し

かし，トップ艇は中間より南側をタックしながら走っ

ている。後続の2～3艇も同様だ。しかし,<菊>,<光〉

を先頭とする5艇のグループは北にかけたかのように

まっすぐ北に突込んで行く。その後の集団は南側に突

込んで行く。南の風が見えているのか？吹いてきた風

は南東であった。上マークヘスピンを上げてアプロー

チする艇も3艇見える。コミッティーは時計とにらめっ

こしながらタイムリミットを気にしている。タイムリ

ミットは3時間だ。コース短縮かコースの変更か...…〔

トップ艇くホンキートンクJr>が第2上マークを回航，

リーチングで下マークへ向かう。センターマークのゴ

ミッティーボートが動きだした。コースの変更だ。フ

ィニッシュラインはタイムリミットを考慮し，下マー

クから100mぐらいはなれた風上となった。

微風で素晴らしいすべりをみせたくホンキートンク

Jr>が，堀協会会長の面目を保ってトップフィニッシ

ュ。次にくマルジェJr>,<チャイナタウン>,<エスメ

ラルダ>，〈ブーメラン〉と続いてフィニッシュ。北に

かけたく菊>，〈コマルジェ〉，〈光〉は,17,18,19位

となった。このレースは，南の風を読んだものが上位

にあがる結果となったが，トップのくホンキートンク

Jr>は手がたく中間コースを走りながらよく風を見て，

かけをしなかった。手がたい走りが良い結果を生んだ。

このレースでく菊〉が思わぬ（前回までの成績では

考えられない）順位となる。そしてく菊〉とくホーネ

ット〉の得点差が2．5に縮まり，最終レースにトップ

をかけて争うことになった。

へ

《
）

＝レースを終って＝

今回のレースは，予想をはるかに上回るエントリー

数24隻，そして日本のトップレーサーが集まり，関係

者としてこれだけの関心を集めたことは大変うれしい

誤算でした。ところが大きな悩みも生まれました。こ

のレースは，一部のセミプロレーサーによって争われ

るのでは？というものでした。しかし，これはレース

結果や参加者の感想から我々の杷憂に終り，この艇の

面白さを改めて実感させられることになりました。

優勝艇のくホーネットⅡ〉を見ても5，1，6，6，
6位の成績で，決して楽に，また圧勝したレースでは

なく，参加21隻中17隻までがシングルの成績を経験し

た大混戦のレースであったことは，それぞれ経験，実

＝第5レース＝

(WO900スタート，オリンピックコース）
北々東の風5～6船多少チョッピーな感じの波が

ある。潮も強いようだ。スタートは上位艇が中央に集

まり，昨日のく菊〉の成績によって，各順位争いが激

しくなり，エキサイトしている。スタート時風は東に

シフトした。X旗が上がる。リコール艇がかなりある

(6）



昭和57年2月15日第83号 ○FFSHORE 昭和52年7月21円第三種郵便物認可

力，年齢，練習量等が大きく異なったチーム（チーム

メンバーの各々も）でありながら，皆がイーブンにレ

ースを楽しめたことと思われます。

レース結果は，優勝くホーネットⅡ〉（5，1，6，

6，6)，2位くチャイナタウン〉（10，7，5，3，

2），3位くエスメラルダ〉（7，6，8，4，2），4

位く光〉（8，8，3，19，1），5位くマルジェJr>
(3,10,11,2,5),6位くオリーブ>(9,3,

4,21,3)となり，各々おもわくとだいぶ違う結果

ではないかと思います。〈ホーネットⅡ>はあきらめず

に手がたく走った努力の結果であり，二宮さんとして

は決して納得のゆくものではないでしょうし、〈チャ
イナタウン〉も強力なメンバーを有しながらもう一つ

しっくりせずにレースが終ってしまい，実力を発揮で

きなかったようです。〈エスメラルダ〉は若いチーム

へで元気一杯走り，前の2艇と比較すれば良くやったと

思われます。若い彼らのチームワークの良さは見てい

て気持のいいものです。〈光>，〈オリーブ>は良い走り

をし，優勝してもおかしくない力をもっていたのに，

一回の失敗で4位，6位となってしまい，すてレース

のないシリーズレースのむずかしさを味わっているも

のと思います。一番残念に思うのはく菊〉（1，2，

1,17,PMS)の2回の失敗です。走り，チームワー

ク，タクティクスと，どれをとっても今回のレース中

最高のものを持ち，皆に示したというのに8位に終っ

てしまったことです。

このような上位をしめた艇だけでなく下位でも健闘し，

色々な思いを持っている艇がたくさんあると思います。

中でもくリッチⅡ〉の健闘などは目を兄はるものがあ

りました。彼らは，昨年の8月に関東水域（佐島マリ

ーナ）マッチレースに参加した頃は，マークの回り方

もわからず，コミッティーに「スミマセーン，このマ

ークはどっちから回るのですか？」などと質問して，

コミッティーを慌てさせたものですが，今回の第4レ

ヘースでは，風が大きく振れたとはいえ，小松，庄崎，
小川，前田らのヨット界の強豪がへルムを取る艇を押

さえ，’1位でフィニッシュをしています。また，彼ら
は自分達の実力を良く知り，決して無理もしないよう

です。ディスタンスレースについては“コミッティー

に迷惑をかけると悪いから”と言ってスタートしませ

んでした。彼らのレース後の感想は「日本のトップレ

ーサーと走れて楽しかった。いつもビリでも，レース

ごとに皆との差（時間）が縮まっていくことがとても

やりがいがあり，努力すれば必ず………があると思い

ます」ということでした。

このように，レースに参加するだれにでも楽しさを

提供し，勝つ可能性を秘めていることは，厳しいワン

デザイン性以上の何かを物語っているように思いま

す。艇の性能にはほとんど差がないために，ディンギ

ー並にタックミスやマーク回航でのチームワークのみ

だれ等で大きく順位が入れ侍わります。いかにトップ

レーサーでも少し気を抜くと大きく順位を落とすシビ

アーなレース艇でありながら，一般のレーサーがトッ

プレーサーとかたを並べて走り，時にはトップレーサ

ーを尻目にフィニッシュすることも夢ではない，何か
不思議な魅力がある艇です。

艇のスピードを決めるのは乗り手の腕だけといった

わかりやすいレースとなるために，見る者にも，乗り
手にも,魅力あるレースとなる。また,チューニングや

セールのシェイプの差が，そのままスピードの差とな

って現われるこのクラスでは，セールメーカーの力量

そのものが，艇のスピードとして表われ，レース結果

の一端となるため，セールメイキングの実験の場とも

なり，この意味からも大いに期待されるクラスになり

そうです。

このように色々な楽しみや魅力のある艇を我々でも

っと大きな力にして，クルージングにも，ワンデザイ

ンレースにも,IORのショートオフショアレースにも

使いこなし，我々 の夢をのせて小型クルーザーの普及
に努めていきたいと思いました。

■

＝世界選手権＝

1982年1月6日～16日までオーストラリアのシドニ

ー（ミドルハーバーヨットクラブ）で第3回溺クラス

ワールドチャンピオンシップが開かれ，7レースのト

ータルで争われます。このワールドに日本から，優

勝のくホーネットⅡ>’2位のくチャイナタウン>’4
位のく光>'6位のくオリーブ〉の4艇が日本代表と

して参加します｡(エントリー総数は55～60隻ぐらい

だそうです｡)応援団を含めると30名を超すクルーザー

界久々の海外遠征団となり，各チームは，全日本終了

後も合宿練習等を行ってレベルアップをはかっている

ため，ワールドでの活跳が期待されます。ワールドの

模様もまた，レポートいたしますので皆様声援をお願
いします。

■ワールド日程

1／6（水)0900～2000

1200

1／7（木)1900～2000

登録，計測

ブリーフィング

計測，プラクティスレース，

BBQ

第1レース

第2レース

第3レース

第4レース（デイスタンスレ
ーァ、

ーハノ

予備日

第5レース

第6レース

第7レース

予備日

表彰式

1／8(釦

1／9(土）

1/10旧）

1/11(月）

０
０
０
０

３
３
３
３

２
２
２
２

１
１
１
１

1／12(火）

1/13(水）

1/14(木）

1／15(金）

1/16(t)

０
０
３
３
２
２
１
１

1900

(7）
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第19回小網代カツプレース報告書561122~23
草間信二

エントリー隻数49隻

出場隻数47隻延321名

○今回に限り，横須賀海上保安部の要請をうけて，ラ

イフジャケットの確認を全艇行い，それをもって出場
の確認とした。

艇長会議終了後，スタート前に全出場艇の確認を済
ませた。

○<GAMERA>より,TCF変更の申告があり，証書

確認の上，エントリーリスト記載の0.7375を,0.7333

ヘに変更し，これを適用した。
○レース中に事故が発生し，申告のあった艇

<POINCIANA>No.1ジブ破損

<RODEMV>キール下部破損

<FORTY>キール破損

く慎記郎〉油圧システム不調……リタ

イヤ一

○レース展開

好天の上，穏やかさもあってスタート準備も順調に

進み，定刻（11月22日1100)追手スタートとなった。

しかもオールフェアーの一斉スタートであった。

スタート後1時間たっても手の届く程の海面に全艇

展開し，小春日和レースとでも言えようか？

全コースにわたっての様子は，フィニッシュ後の各

艇の話の中に伺うことができ，終始微風というよりも

むら風のため全艇悩まされ通しのレースであったよう

だ。

所要時間も14時間から25時間にかけてバラツキ，出

場各艇もコミッティーもともに神経を使わされ続けた

レースであったと言えようか。

中には，大島恋しさのあまりか，海岸をキールで散

歩した艇もあったようだが，それに要した時間と労力

のロスを考えると，上位入賞の可能性もあったのでは

ないかと惜しまれる。

「無事のレースをお祈りしています」と横須賀海上保

安部から，丁重な，しかも早朝に電話を頂いたことが

思い出される｡

全出場艇の皆様のシーマンシップとマナーの良さに

敬意を表するとともに，今後のご活躍を祈ります。

一報二

覇

、

一

図

凧
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，
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，
骨
ｉ
ｆ
８
．

~ぬ

i勤禽上:、

毒…一
群.

．…

～響～塔分割一一一韓一~』蝿蜘軒渕,_海…

I
識

【

…

～

左上：関東支部フリート対抗レース第2レース｜位のく雲柱

左下：風下マークへ向かう各艇（第2レース）

右上：関東支部フリート対抗レース総合9位のくがめら〉

写真撮影：岡本甫／提供：舵社
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関東支部フリート対抗レース第2レース(オリンピックコース)成績表

NORC1981年度 11月8日10時14分スタート

’フーリート及び艇名 着順セールNC フィニッシュタイム 所要時間 所藤秒数 修正秒 順位TCF

〔シーポアA]

POINCIANAI 2970 1：18'09〃 3:04'09"11 11049 0．7269 8032 10

DOLLY-I 1：21'20〃1992 3：07′20′16 11240 0．7161 8049 11

GAMERA 1：21′02〃2011 3：07′02〃15 827611222 0.7375 14

〔油壺A]

月光、 12：42′27〃 3：28′27〃2000 2 8907 0．8195 7299 2

慎記郎 1：5'42〃2220 6 2：51'42〃 10302 0．7620 7850 ７

今

ROI〕EMI 2260 l：27′15〃 3：13′15〃19 11595 0.6913 8016 9

〔油壺B]

へ JACKTARU 1：22′46〃2905 17 3：08'46〃 11326 0.7670 8687 20

KARASU 1：20′41〃2600 13 3：06′41 11201 0．7290 8166 12

rIi椛波 12：56'04〃2640 2：42′044 9734 0.7570 7361 ３

〔汕壺C]

FUJIII 12：54′40〃 2：40′40〃2112 9640 0．85253 8218 13

龍飛Ⅲ 1：38'03〃 3：24'03〃1900 23 12243 0.7489 9169 23

VEGAV 1：4′50〃1850 2：50′50〃 10250 0．7489 7676 5、

〔油壺D]

雲柱 12：38′52〃 2：24′52〃2611 0．81771 8692 7107 1

MOREJOY 1：59′40〃2196 3：45'40〃27 13540 0．7226 9784 25

〔葉山A]

JEREVIENSllI 1:8'00" 2：54′00〃2616 ７ 10440 0.7269 7589 4

DOZENA 1：35′23〃 3：21′23〃卿
一
皿

22 12083 0.7479 9037 22

SERABIIII 1：25′05〃 3：11′05〃18 11465 0．7269 8334 18

〔葉山B]

CAVOKI 1：56′32〃 3：42′32〃2713 25 13352 0.7540 10067 ワワ
~0

DERPHINA 1：58′21〃2371 26 3：44′21〃 13461 0.7226 9727 24

へ
TOPLIXER 2853 1：19′23〃 3：05′23〃12 11123 0．7458 8296 17

魁 2028

〔譜磯〕

MERLUZA 2466 1：9′30〃 2：55′30〃8 10530 0．7301 7688 6

TSURUGI 1：32'29〃2965 21 3：18′29〃 11909 0．7290 8682 19

桃李 2234 29 2：25′27〃 4：11′29〃 15087 0．7237 10918 29

〔小網代〕

TILDEU 1555 2：O'35〃28 3：46′35〃 13595 0.7489 10181 28

くるしおⅢ 2690 1：27'51〃20 3：13′51〃 11631 0.7540 8770 21

THETIsm 380 1：43′12'′24 3：21′12〃 12552 0．7863 9870 26

波勝 1985

〔江の島〕

CLARISSA 2035 1：11′20〃10 2：57′20〃 10640 0.7787 8285 16

FORTY 2364 1：11′01〃9 2：57′01'′ 10621 0.7499 7965 8

BLUENOTE 2432 1：20'49〃14 3：06′49〃 11209 0.7385 8278 15

(11)
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第4回関東支部フリート対抗レース総合成績表

NORC1981年度 10/31～11/23(3レース）

第1R神子元島％ 第2Rオリンピック邦 第3R小網代カップ雌
総合

順位

チーム別

得点
総合得点フリート及び艇名 セールNC

修正時間 順位 修正時間 順位修正時間 順位 f呈占
I，JJIb,得点 裡占

1，JF卜01

271①〔シーボニアA]

①(4)4 105POINCIANAI (2)2 43．5 10 21 45444 40.52970 54443 8032

③33 89DOLLYI 48039 (10)91992 56335 (7)7 36 8049 11
上』 20

ワワ
’【GAMERA 37．5 8276 1ワ

ム『 54054 u6)16 22．5 92011 55759 (6)6 14

225.375③〔油壺A]

I月光V (8)7 5 8647689 362000 61338 CO)17 21 7299 2 29

慎記郎 52．51313 DNF 1．5 192220 59415 27 7850 ７ 24

86.875ROI)EMV 19．52260 53778 (1)1 43．4 8016 9 22 56257 C8)18 4 a回

227.5②〔油壺B)

JACKTARI (11)10 (32)21 15 17
F庁F

D／、｡2905 20 5857557847 31．5 8687 11

②(2)2(4)4 103KARASU 43．52600 55203 40．5 8166 12 19 44495

(7)6青海波 28 6737．5 132640 DNF 7361 3 471021．5

211④〔油壺c)

15 60FUJIII @7)21 51151 20)13 272112 64867 15 8218 13 18

龍飛Ⅲ 66．51900 58952 (14)12 28．5 9169 23 48348 {12)11 30 148

(22)14VEGAV 57418(10)9 6 84．525．51850 33 7676 26 51268、

144625@〔油壺D]

雲柱 77.12582611 DNS 1.5 1 30.25 43043 (1)1 45．47107

30ウ7
と0MOREJOY G8)22 13．5 25 6 59834 (34)24 10.52196 65198 9784

1－5白鯨 1．5 37．5DNS り目
色』2857 57287 (9)8 34．5 I）NS

182.5⑤〔葉山A)

16 58．5JEREvIENsm ワ7
~0 59158 {33)22

T句行

’○．｡2616 62676 (22)19 18 7589 4

"17 23 40．5DOZENA 59790 211987 83632 01)24 10．5 9037 22 ９

SERABIm 28．5 ７ 83．549017 (14)121910 54886 (3)3 42 8334 18 13

131.5⑨〔葉山B]

（
一

⑨55CAVOKU 10067 27 47894 (9)8 34．5 182713 63567 ､020 16．5 4

20 貝ワ
画一(44)27 6DERPHINA 2371 55274 (5)5 39 9727 24 ７ 65490

29 24．5TOPLINER (39)25 92853 DNS 8296 17 14 611331．3
J

ll

169.5⑥〔諸磯〕

MERLUZA
庁？戸

イ1，02466 (12)11 58558 (31)20 16．5 1ワ
ムタ58737 7688 6 2530

10
庁戸行

イ、．｡TSURUGI 2965 (16)14 16610 (6)5 3959444 25．5 8682 19 12 I

桃李1I 21．5(29)23 302234 68314 29 2 62445 (41)26 7．512 10918

156⑦〔小網代〕

25 37．5TILDEll
勺FFF

IDD、 22．5 28 59194 (34)23 1259909 (18)16 10181 ３

くるしおⅢ (17)15 7644596 (3)3 42 112690 59672 24 8770 り1
~△ 10

THETIsm ，ワ
会合 42．5380 62126 ､l)18 19．5 26 5 56798 ､9)19 189870

⑦波勝 1985

118.5⑩〔江ノ島〕 1．5

CLARISSA 24 23 40．52035 DNF 16 52701 e4)151．5 8285 15

28 29FORTY (46)28 4．32364 DNS 1．5 7965 23 679408

31．5 21 49BLUENOTE 2432 DNS 15 48182 11)108278 16

(12)
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ORC会報第33号

NORC技術委員長

1.1981年10月31日から11月7日にわたってLondOnで

ORCが開かれた。

その主な決議事項を下記に述べる。

2．1980年の根本的なルール改正後，1981年は安定し

た整理の1年だったということができる。今年はレー

ティングの公式の基本的な改正は一件もなかったので

IORルールは2年間，安定を保ったことになる。(大型

艇に対するバテンの長さのルール改正を除いて）

IORが安定し，効果的になると，ルール違反に対す

る計測手続きの厳密さが強化されることになる。

＊バラスト移動等のルール違反者に対する各国の対応

に関して報告，意見を通知されたい。

また,ORCは，最近のProffessionalism(有給のプ

ロがレースに参加すること)の流行は，アマチュアの参

加を前提として作られた現在のルールに対する新たな

圧迫と受けとめている。

3．計測関係

計測時の主要な備品の位置の詳細を申告するMeas-

urementlnventor),(備品目録）を，レーティング証書

の3ページに加えることになった。

計測者にとっては，また余分の時間が要ることにな

るが，計測トリムを明確にすることは，ルール違反

(Cheating)を防止するために是非必要である。

また，オーナーが計測状態を作る準備に便利なよう

に，チェックリストを用意した。

計測時の海水の比重をレーティング証書に記入する

ことになる。レーティングを下げる目的で，ヨットを

真水中で計測することは，ルール違反である。

レーティング証書

レーティング証書が新しい様式(Format)に改正さ

れる。新しい様式のレーティング証書は，1982年1月

1日から発行され，インターナショナルイベントへの

参加艇は新様式によらなければならないが，それ以外

のヨットは，1983年1月1日からでよい。

ルールのガース制限を無視したMylarジブを作った

セールメーカーがあった。

＊各国で同様な違反があったら，そのロフトの名前と

違反者に対して取った処置を通知されたい。

(13)

渡辺修治

4.RuleCompliance(順法委員会）

レース参加者に対して，ルールの精神を守ることの

重要さを強調する必要がある。

そのためには，不注意で犯しがちなルール違反と，

その結果のペナルティーを公示して，レース参加者に

周知させることが大切である。昨年のORCで提案され

た,"Don'tCheatbyMistake"のポスターを再発行し

てクルーの注意を換起すること。

＊各国協会は,IORのレースでIYRUルール75.1.に相

当するルール違反と，ペナルティーの実例をORCに報

告されたい。

計測やレーティングルールに対する違反はレースル

ールの違反と全く同じで，抗議の対象となることをレ

ース参加者に周知させたい。

5.ProffeSionalism

IORルールの序文に,「ルールはアマチュアヨットマ

ンのために開発されたものであり,IYRUルールが定

義しているプロフェッショナルに対しては考慮が払わ

れていない」の文言を入れる。

6．簡易計測ルール(SMR)

1980年のORCで提案されたSMRはIORの一部として

採用する。IORのStandardClassのヨットは簡易計測

によってレーティングを取得することができる。

7．ワンデザインクラス

成功したワンデザインクラスが増えている。ORCと

しては新しいワンデザインクラスの誕生を期待する。

8．レベルレーティングクラス

1982年度世界選手権スケジュール

日日月国/塘所主催クラブ

2Tonナシ

1Tb、8/15～8/29Uk/BrightonRo,,alOceanRacingClub

Ro,'alThamesYachtClub

3/4Tbn8/16～8/29SI〕./AliconteNauticodeDenia

YnchtClub()fGrCcce

l/2Tbn8/19～9/lGr/PiraensHelleniCOffshoreRacingClub

l983

1/4Tonl/9～1/22Aus/MelbourneRo,,aIYachtClubofI,ictoria

Mini-,Ibn7/22～8/1Swed./MarstrandGothenburgRo)'alYachtCIub
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10.ラインズ計測器具

ResearchCommittee(探求委員会)は,JohnLetch-

er博士の指導の下に,3年間各種の計測器具によって

実艇のラインズ計測の実験を行って来た｡委員会はOR

Cに対して実物で論証を行い，その結果は良好であっ

た。

来年から,ChiefMeasurerは，シリーズ生産のヨッ

トで，既に通常の計測によるレーティング証書を持っ

ているクラスに対しては，ラインズ計測器具によるデ

ータから,ORCMP(プログラム）により，コンピュ

ーターでレーティングをアウトプットすることを認め

る。

ORCは,ResearchCommitteeとの作業は将来,ルー

ルの正しい方向づけも重要な意味を持つことを認識し

ているが，研究続行のための資金の裏付けがないのに

苦慮している。

1983

France

Brazil

Italv

Norwav

ナシ

France

1984

ナシ

France

W.Germany

U.K.

Belgium

Greece

2Ton

1Ton

3/4Ton

1/2Ton

1/4Ton

Mini.Ton

グリーンブックのペナルティーのグレードを変更した。

レベルレーテイングの世界選手権に対するスポンサー

名の取り扱いについて。

"OffshoreRacingCouncil",:@WorldChampionship"

のタイトルやORCのlogoはすべての印刷物に顕著に表

示すること。スポンサーの名前は補助的に扱うことが

望ましいが，レース主催者の良識と判断で，スポンサ

ー名をpartofthetitleoftheeventに用いることは

差支えない。

ルールでは，世界選手権レースへ参加するクルーは

すべてアマチュアでなければならないとなっているが，

有給のプロのクルーが参加していることは事実のよう

である。

クルーのルールに「インショアレースの場合，ヘル

ムスマンの国籍は，ヨットと同国籍でなければならな

い」を追加する。

『

a屋

一凸

11．SpecialReg.委員会

1979年のFastnetRaceの事故に鑑みて,RORCでは

数々の新しい安全ルールが採用され，ヨーロッパ各国

でも実行されている。

ORCのSpecialReg.は，毎年見直されているが包括

的なものである。

各国のレース主催者やオーナーにとって，現在の，

SpecialReg.に(RORCの安全ルールを）追加するこ

とは面倒なことなので避けたい。ただし，地方の特殊

事情が必要とすれば別である。

＊〈ライフラフトとライフハーネス＞小委員会による

ORC仕様の立案作業が続けられているが,各国(協会）

とメーカーからの有効なコメントを期待する。

12.|nternationalJudge

IORのイベントで,InternationalJuryの申請はOR

Cを通じてやるように改める。

』

9.ITC

MarkmAルールの改正はしない。

1981年のヨットにはMarkmAは適用しない。

<Masts.>ORCは最近のレベルレースでのディスマ

ストの続発に鑑み，マストのスカントリングルール設

定を考えたが,ITCが調査，検討の結果，ディスマス

トの主な原因は，複雑なランニングリギンに対するク

ルーの取り扱いミスによることが多いことが判った。

ORCとしては，普通のクルー(averageclubcrew

member)が扱っても折損事故を起こさないマストのル

ールを改めて要望した。

（
〉

13.Finance

ORCの管理は極端に切りつめた費用でまかなわれて

いるが，このままでは今後は資金が不足する見通しで

ある。

1982年度のLevy(1981年9月30日現在のIOR登録艇）

は15SFとしたい｡(1981年は12SF)15SFとしても,8

$(1,800円）ぐらいであるから,ORCの目的を理解し

ているオーナーは，増額に同意してくれることを期待

する。

しかし，各国の協会としてはLevyの増額には十分の

予告期間が必要と考えられるので，1983年度のLevyに

対しては,AdministrativeCom.は1982年の1月に協

議をすることにした。

<IORSailLabel.>ORCのルール管理と計測,Re-

searchの開発作業を賄う費用の収入源に,SailLabel

の販売が提案された。

*<Scantlings.>ORC/ABSのスカントリングルール

は各国デザイナーからの助言によって改正作業を続け

ている。

EECがプレジャーボート用のスカントリングルー

ルを設定中とのことであるが,ORC/ABSのスタンダ

ードと矛盾する可能性があるので,ORC/ABSのルー

ルをEECに対して陳情する必要がある。

<Battens.>大型艇のヨットのオーナーは,現在のル

ールのバテン長さでは，ルールで認められているメン

スルのリーチを保つのがむずかしい，と不満を持って

いる。ブームの長さに応じて長いバテンが持てるよう

にルールの改正が認められた。

Energystorageaccumulato,･(エネルギー貯蔵)はビ
ルジポンプ作動用以外は禁止する。

(14）
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1982年6月1日以降引き渡されるすべての新IORセー

ルにはSailLabelを張りつけることにする。

SailLavelはORCが製造し，各国協会に$3で売る

(1982)。協会はセールメーカーに＄4で売り，セール
メーカーはオーナーに＄6で売る。

各国協会がSailLavelにかかわりたくない場合はO

RCがセールメーカーに$4で売る。

SailLavelは10cm角で,ORCのlOgoが入っており，
計測者が署名する。

*SailLavelの提案は，大部分のCouncillorの同意を

得たが，各国協会からの意見は未だ聴取していないの

で，1982年の1月15日までに，各国協会のSailLavel

に対するコメントをORCに送ってほしい。

その結果を見てAdministrativeCommitteeは,1月

23日にミーティングを開き，6月1日からのSailLa-

velの採用を正式に決定する。

※註＊印の項は，各国協会(NationalAuthority)
からの返信を期待している。

車 イスの人魚インド編

‘‘フイアーナ，，が海に還る日②
石井浩一・フィアーナ

私達が結婚式を挙げたのは，丘の中腹にある“ズケ

ランチャペル”という米軍施設の一つで，眼下に海が

広がり，その彼方に夕陽が落ちていくような所でした‘

レセプションでは，夕陽が水平線にかかるときにケー

キカット，というにくい演出が企画されました。

夕焼け空，真赤に染まった海，酔いの回ったせいも

あるのでしょうが，夕陽に照らされた300人近い友人

達の顔，それら全てが私達二人を祝福していました。

その時，私はフィァーナという素晴らしい，そして

またビッグなハートの持ち主である，私が長い間求め

続け理想としていた人魚を天から授かったような気が

したのです。ここに至るまでには険しく長い道のりが

ありました。

日常英会話は出来ても，深く突っ込んだ話になると

お互いの意志の疎通が出来ないという言葉の障害日

米の生活習慣の違いから始まり，お互いの主義主張の

違い，おまけに二人ともガンコ者，日米対抗意識むき

出しのケンカ等，いろいろありました。また，当時は

フィアーナの健康状態が悪く，時には一週間ぐらいほ

とんど無睡の看病が続いた日々もありました。しかし，

何かあるごとになんとか二人で力を合わせ，それぞれ

の事態を切り抜けてきたのです。そんな時（いろいろ

な面で非常に苦しい時期)，私は歯をくいしばり，目を

むき出しにして神に暴言を吐き散らし，必死にそこか

ら脱しようと努力しました。しかし，女房も同じ苦し

みを味わっているはずなのに，また，そういう事に対

して彼女なりに一生懸命戦っているのに，不思議なこ

とに彼女は始終笑顔を漂わせているのです。それは，

時として私にとっては不気味に感じることさえありま

(15)

した。

「そういう状態の時は，ただでさえ険悪なムードにな

りやすいのはわかっていることよ･少しでも明るいムー

ドの中でもがいている方が，光も早く見えるんじゃな

いの？」，とフィァーナから言われ，改めて己のハート

の小ささと精神的弱さを思い知らされ，脳天を梶棒で

打たれたようなショックを受けたのです。事故で頚椎

四個の複雑骨折，全米から集まった多くの著名なドク

ターの手により，九死に一生を得たものの，それ以後

地獄の底をうろつき回り，自力で這い上がってくる中

で生れた強い精神力，たとえ逆境にある時にも出てく

る笑顔，思いやり，人間の温か味等，私には学ぶべき

ものが多かったのです。

結婚式も無事に終り，ハネムーンは沖縄の北部のリ

ゾート地オクマビーチでした。式場より一時間の所で

す。同棲期間が一年ありましたが，それでも新たな感

動が我々を襲ったのでした。

およそ2カ月の沖縄での新婚生活の後，私の両親の

住む福岡に引越すことになりました。というのは，彼

女と知り合ってから約一年半近く，彼女はリハビリと

同時に鍼灸の治療を受けていたのです。その鍼灸治療

は彼女の機能回復に対して非常に有効であることがわ

かりました。事故当時手術を担当したドクター達の予

想は，恐らく一生ベッドに寝たきりの状態であろうと

のことでした。フィアーナの場合，手足の機能回復は

望めないというのが大方の予想だったのです。しかし，

前述の治療を続けているうちに，手先こそ不自由では

ありましたが，腕が挙げられるようになってきたと同

時に，血液循環も良くなってきたのか，車イスに座っ
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通していたのは，フィアーナの健康の事でした。でも

私が最初に悩んだ事もそれと同じ事なのです。悩み抜
いた挙句に決心した事でした。インドは二人にとって

未知の世界でした。でもそれを知るには，自分自身で

行ってみる以外に答えを得る方法がありません。他に

も帰ってきてからの生活のことや（生活晩にと思って

貯金していたものが旅費に化けるのですから）いろい

ろな不安材料はあったのです。けれどもこれからの人

生に大いにプラスになり得る要素の方が大きいと判断

し，二人の将来を占う意味でも，これに賭ける価値は
十分にあると考えたのです。

出発までの準備は大変でしたが，楽しいひとときで

もありました。1976年夏，福岡から大阪を経て，第一

目的地であるホンコンへ旅立ちました。いよいよ二人

の珍道中の始まりです。

ホンコンでは九龍を中心に，昼は観光，そして夜は

女房の付き合いでショッピングをというように，朝か

ら晩まで歩き回り，初っ端から疲れてしまいました。

ビクトリアピークから臨む夜景は素晴らしく，百万ド

ルの夜景の看板に偽りなしといったところでした。し

かし，あんなに美しく華やかに見える夜景の中にも，

昼間見たスラム街が隠されているのも事実です。それ

を華やかな光で覆いかぶせてしまうだけのパワーがこ

の街にはあるような気がしました。エキサイティング

タウン．ホンコン．アバディーンでのフローテイング

レストランの食事，タイガー・バームガーデン見学等

々，あっという間に楽しい時が流れてしまいました。
ホンコンは女房と一緒に行く場合には旅行の最終目的

地にすべきだという反省を残して，タイに向かって飛
び立ちました。

バンコックに着いた翌日から，私は連日連夜の下痢

に苦しむことになりました。熱は42度，頭も挙がらず，

ひどい状態でした。スタートして初めて不安感に襲わ

れました。女房は私に付き合って3日間ホテルに閉じ

こもっていました。旅行に出る前に，知人が私にこの

ような忠告をしたことがあります｡｢インド等の国々で

下痢した時は，オナラが出そうになったらトイレに直

行せよ｣。その理由が納得できたのはこの時でした。安

宿に泊まったのも一因かも知れませんが，バンコック

での最初のワンパンチが効いて以後，一週間程の滞在

はフラフラの状態でした。それでも4日目には熱も40

度に下がり，頭と体はふらついていたのですが，外出

するまでになり，バンコックで見たいと思っていた所

はほとんど回ることができました。バンコックで撮っ

た写真は，フラついていたのが原因か，腕が悪いのか，

定かではありませんが，まともに写っているのは半分

ぐらいしかありません。それでも夕陽を背景にしたワ

ットポー寺院でロマンチックなムードにひたったりし

て，結構満足してホテルに帰ったものです。ただ一つ

残念だったのは，タイ女性との付き合いのチャンスを

逃した事かな”.…？（つづく）

ても貧血を起こしてその場に倒れるような事も少なく

なってきたのです。そこで私は今まで待っていたプロダ

イバーの職を捨て，鍼灸師を目指す決意をかためたの

です。また，リハビリやマッサージ，指圧，整体等，

私がやれる範囲で精一杯やってみよう，彼女が自分の

機能回復に向けて努力している限り，私もともに苦楽

を分かち合い戦ってみようと思ったのです。

鍼灸学校への入試のために，私の脳細胞の働きを呼

び起こす勉強が始まりました。

そんなある日，フイアーナがポツリと「インドにあ

るタジマハールを見たい」と言ったのです。タジマハ

ールはムガール帝国五代目の皇帝シャー・ジャハンが，

愛妃ムムターズ・マハールのために建てた廟墓で，イ

ンド，ペルシャ，中央アジア，オアシス・トルコ帝国

などの回教文化圏の各地から著名な建築家，工芸家，

画家などが招聰され，約2万人の職人により23年の歳

月を費やして造り上げられた白大理石造りの廟であり，

世界一美しいものといわれ，同時にこの夫婦の愛のス

ケールの大きさも物語っているといわれるものです。

彼女がインド行きの話を持ち出してから約1カ月程

は，いろいろと迷っていました。が，彼女の小さい頃

からの夢である事や,シャー・ジャハンがムムターズに

注いだ愛は..….等という話が出てきた時は，半ば意地

も手伝い，また，私自身もインドの本を読みあさって

いるうちに，異常と思える程の興味がわいてきました。

もとより楽天家の私は，試験勉強なんぞはインドでも

出来ると考えたのでした。我々の周囲の一部の人達か

らは，行く事を打ち明けた途端に猛烈な反対を食らい

ました。彼らにはそれぞれの理由がありましたが，共

型屋
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6．議事（要約）

第1号議案；

第79回理事会において了承を得た，昭和57年度収支

予算案の内，変更部分について小林常務理事より説明

があり，その内容は，主として船舶振興会に対する補

助金に係わる部分であった。

即ち，先の41,500,000円に及ぶ補助金に対する説明

を船舶振興会より求められた席上，今年度の原資は例

年に比べて厳しいので，事業項目に緩急順序を付して

再提出するよう指示があり，総務委員会で検討の結果，

各事業項目ごとに極力圧縮すると同時に,A,Bの2ラ

ンクに分類して，総額31,214,000円の補助金額に纒め

直し，更に30周年事業費，安全手帳郵送費等を加えて

総額で83,304,500円の収支予算案が了承された。なお，

Bにランクされたのは，江ノ島・清水レース，八丈島

レース，海外レース派遣のための予選，および三崎海

岸局の局舎建設費である。

更に，申請に当たって石原会長の笹川会長に対する

挨拶の情況についても説明があったほか,ORCにおけ

るSMR発足に伴い,JORとの関係を如何にするか，今

後検討して行くこととされた。

第2号議案；

現役員の任期は昭和57年2月10日までとなっておる

ので，次期代議会において選任する必要があり，その

選任の方法について審議が行われ，従来の慣例に従っ

て，各支部代議員数により按分比例して30人の理事を

各支部より選任することとなり，次回代議員会におけ

る選出を円滑に行うため，57年1月末日までに各支部

より候補者を推薦願うこととなった。また，監事につ

いては，職務の内容より，関東地区より推薦すること

で了解された。なお，各支部別役員の推薦員数は次の

とおりである。

支部名推薦員数監事

関東152

駿河湾2

東海4

近北2

内海4

西内海l

玄海1

沖縄1

合計302

上記員数は，按分比例による数字に対して，1名に

足しない沖縄に関東支部より1名を削き，これを振り

当てたが，今後，順次新しい支部が発足して行く場合

においては，理事が選任されない支部もあり得る，と

の発言があった。

また，このことに関連して将来は支部長会議等も検

討する必要がある旨の提案もなされた。

策3号議案；

ORCの評議員の交代については，次期役員により決

NORC協会ニュース

へ

（社)日本外洋帆走協会第80回理事会が次のとおり開

催されましたのでお知らせします。

1．日時昭和56年11月28日(ig)1500～1720

2．場所船舶振興ビル10階会議室

3．出席者理事26名監事2名

く出席理事〉15名＝石原慎太郎，秋田博正，大儀見薫，

清水栄太郎，小林和太郎，篠原要，周東英卿，武市俊，

平松栄一，山崎達光，渡辺修治，都築勝利，貴伝名一

良，松木哲，岩田行史

く委任状提出理事>11名＝石井正之，岩田禎夫，烏山

睦郎，横山晃，加藤武大矢隆，加藤蔵男，小林義彦，

秋山福夫，三井祥功，大原敦

く出席監事〉2名＝飯島元次，平野喜美夫

4．議題

第1号議案；

昭和57年度収支予算案（含，日本船舶振興会に対す

る事業補助金の一部変更）について

第2号議案；

次期役員の改選について

第3号議案；

新入会員の承認について

第4号議案；

「会費納入を遅延した会員の取り扱い内規｣の一部変

更について

「NORC船艇登録規程｣の一部改訂について

第5号議案；

各委員会報告その他

5．議事概要；

石原会長が議長（代行，清水専務理事）となり，議

事に入り，小林常務理事から出席理事15名，委任状提

出者11名，計26名の出席があり，第80回理事会は成立

する旨の報告があった｡続いて議事録署名人に周東英卿

篠原要両理事を指名したのち議事が進められ,1720全

議案および報告事項を議了して，理事会を終了した。

《
）
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定していただくこととなった。

第4号議案；

昭和55年7月11日以後11月19日までの新入会員130

名の入会については，全員了承された。

第5号議案；

（1）特別会員が4月末日までに会費の納入をしなかっ

た場合は,「出艇料を非登録艇並み」と定められていた
が，外国艇を除き非登録艇は出艇できないこととなっ

ており，実態がないので「出艇料を倍額とする」に改

められた。

(2)艇の所有者が変更された場合，その艇の旧所有者

は，優先的に登録番号を継続使用することが出来る旨

定められておるが，事務処理上，旧所有者の意志を確

認する必要があるため,｢登録抹消届」に「登録番号の

継続使用の有無」の欄を設けることとした。

(3)ORC会議へ出席の渡辺技術委員長より,ORCの議

事録により重要事項について報告が行われ，特に次の
点が強調された。

イ）レーテイング1隻当たり，13スイスフランから15

スイスフランに値上げされた。

ロ）1982年6月1日以後造られる｢セール｣には,ORC

のセール・ラベル(ORC価格3US$)を張ることと

され,ORCではこの件に関連したナショナル・オー

ソリテイーのコメントを1月15日までに求め，1月

23日に最終決定をすることとされており，今後，関

係委員会において早急に結論を出すこととなった。

(4)NORCでは，過去10数年間に61隻の艇を海外レー

スへ送り出しており，今後はこの種の事業を円滑に行

うため，総務委員会に国際委員会を設けることとした

い旨の発言があり，了承された。

(5)シングルハンド・レースの過去の実績より，参加

者の要望もあり,NORCとしては，今後は3～4年ご

とにシングルハンド・レースを行ってゆくことを検討

することとなった。

(6)運輸省による監査結果の報告が行われ，その中

で特に今後は支部の実状を十分把握するようにとの指

摘があったことが報告された。

(7)三崎ヨット無線局には，現在75艇が加入しておる

が，今後，局の運用規程を検討してゆく予定である。

(8)現在，横浜市政調査会が音頭を取って，当協会を

始め，海事レジャー，スポーツ団体を集めて「横浜マ

リン・スポーツ・レクリエーション問題研究会」を発

足させ，金沢地区埋立地のヨットハーバー計画および

横浜貯木場へのヨット係留の可否等について検討がな

されており，当協会としても前向きに対応している旨

の説明がなされた。

(9)オーストラリアCYCAのコモドールより，「相互互

恵援助条約」を結びたい旨の申し入れがあり,NORC

としては，日本の実情を十分説明した上で，是認され

た場合は前向きに対応したい旨の説明があった。

（文責事務局）

海外レース懇談会

日時昭和56年11月28H(_|:)1300～1430

場所船舶振興ビル10FC会議室

H1席者清水栄太郎(扉務理事)．大儀見菫(副会長)，

関山光二(雲柱)，横lll正男(ヤマハ),幸村至岐(つば

くろ),有田一郎(かず)，中谷輝彦(雲柱).並木茂士(月

光),山田東吾(TOGO)、都築勝利(東海支部長),松ll1

栄夫(BIGAPPLE),周東英卿(帆走委員長),佐藤和

夫(RODEM)．藤本達雄(FuJIm)．山崎達光(SUN-

BIRDV),古屋進(KIKI),歌田道教(NORC事務局）

の各氏以上17名。

清水来年開催される，チャイナシーレース，クリッ

パーカップレースをひかえ，今後，参加を希望する艇

が増大する傾向にあるなかで，従来これといった定め

られたものがない。海外レースへのNORC代表艇ナシ

ョナルチーム派遣等について基本的には予選を行って

代表チームを決定するのがのぞましいが特殊な例（た

とえば他の海外レースに出場していて予選に出場でき

ない）もあるので一概にはゆかないと思うが，このよ

うなことをふまえて遠慮なく発言願いたい。

山田NORCに海外レースの窓口を開設してほしい。

並木おととい関東でも話し合いがあって，海外レー

スの窓口を作ってもらいたいとのことです。それから

オフショアで，ビッグ､ボートクラブがあたかもNOR

Cに反発しているように受けとれる記事がありました

が，ビッグボ．－トクラブのメンバーは,NORCのメン

バーでもありますので誤解のないようにしていただき

たいという総員の意見をお伝えします。

大儀見オーストラリアのくうガマフィン〉の例もあ

るように予選に勝った船が行くと決めずに皆が納得の

ゆく選考基準を作ってもらいたい。

山田この前のアドミラルの|畔にも困ったことなので

すが,船を作ることだけでなく，出場するためにはいろ

いろのノウハウが必要であり，少なくとも委員会を作

っていただく時はその辺のことのよくわかる人々にな

ってもらいたい。

大儀見お話を伺っていると方法は二つあるのではな

いでしょうか。一つは情報収集で．伝達のための窓11,

もう一つは選考等をとゞうするかという委員会……。

並木我々としてはシンプルなゴミッティーを作って

ほしい。

清水同定的なコミッティーが今まで出来なかったの

は必要に応じて作られていたためです。今までは予選

がなければ総務委員会が中心になっておすみつきを州

してきたのですが、予選があればレースの結果等を兇

一
《

へ
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ところで，今までに予選をやりましたのはアドミラル

ズカップだけですね。

大儀見パンナムの場合，以前に案として関東，関西，

東海各チームを送る案が出ていましたが，今II11の話し

では最強チームは最強チームとして送るという方向で

すか？

清水最強チームだと思っていたチームの一隻が，か

りに新艇を作ってしまった場合，そのチームの代表権

をどうするか。たとえば例としてく月光V>は代表権

を取ったあと新艇く月光Ⅵ〉で参加したこともあるよ

うに，あまり基準をフィックスできないと,'dj,いますが。

大儀見各レースによってその辺のことは違ってくる

と思います。

並木く月光Ⅵ>の場合アドミラルズに行ってみたら良

く違う艇で出てこれたなと聴いていましたね。

清水国際レースの場合ほとんどが船に代表権が与え

られるようですね。

中谷たとえばメンバーはどうなんでしょう。ぱとん

ど日本人が乗らない場合なと・は……。

大儀見レースによって少しずつ違うようですが，艇

長，ナビゲーター，または何パーセントまではペイド

クルーで良いとか，それぞれのレースi推側の参加の

規定があるので国内でやる選考群はこちらで決めても

よいと思います。今年のアドミラルズカップで，ドイ

ツの予選落ちの艇から国際電話がはいし)，艇と必要な

クルーを貸すから'1本チームとして出場したい旨の連

絡がありましたが，時間切れでだめになってしまいま

した。

並木シンガポールチームも一人もシンガポール人が

いないし，シンガポールにすらいったことがないとい

って大笑いしたことがあります。

事務局チャイナシー，パンナムクリッパーカッフ。レ

ース出場予定艇をお知らせ下さい。

合わせて，帆走委典会，総務委典会葬で決めていたと

思うのですが。また情報もNORCにはいろいろ来ます

がほしいものから必要でないものまで種々雑多であり，

的をしぼったレースについては．ほしいと思われる人

が意欲的に情報を集めていただければと思います。

山田NORCに小委j!会導がIIⅡ来てありがたいのは，

私たちの場合宿泊にしても知人等を通じて交渉しても

らっていたのです。他の国ではクラブ単位で交渉して

いるようであり，これをNORCを通じて交渉していた

だければ助かります。

清水NORCとしても交渉してゆきたいとは思うが先

にやはりゴミッティーを細成したい。そこの場で、そ

れらの検討をしたらどうか？

山田次の船のこともありlll･めに選考基準を決めてい

ただきたい。

並木ビッグボートクラブはこの後集まりがあるので

要望書をお出しします。

清水今日はいろいろ御,迩兇を伺いたいと思っており

ます。基本的選考基準を決めることもそうなのですが，

ただ外国へ行ってしまっている船はと・うするかという

問題も出てくると思います。

並木外国に行っている船に対しても脱明が岬,来れば

納得するのではないでしょうか。

清水今日3時から理事会がありますので小委員会を

作ることについて話し合いたいと,'dl､います。

山田せめてパンナムクリッパーカップのことだけで

も決めていただきたい。

清水今日の目的の一つであるクリッパーカップとチ

ャイナシーレースのことがありますので選考基準なる

ものを決めたいとは思いますが，ただ海外にいる船は

不安定要素が大きいことも考えておかなければなりま

せん。また，選考基準をあまりタイトにしてしまうの

も問題があると思います。

大儀見国際委員会を作って今後とも海外レースにル，

場を希望しておられる皆さんと案を練りあげてゆくし

かないのではないでしょうか。

清水ナショナルチームを送るレースとしては別表の

通り，アドミラル，クリッパーカップ，サザンクロス，

チャイナシー，が主で,ll本から今まででも蛾も参加

数の多いレースです。とりあえず国際委典会なるもの

を作り，メンバーとしてはアクティブな方々になって

もらうのが一群良いと思います。

大儀見3I1､fから行われる理事会にI剛際委興会を作る

という提案をし，作れる決定をしてもらいましょう。

並木来年のビッグボートクラブのスケジュールは5

月5日から3週間ぐらいの間にプライベートなレース

を組みたいと思います。これに参加してもクリッパー

カップに出場することは-|-分間に合います。

清水それでは理事会に対しては総務委員会におあず

け願って国際委員会のことは前進させていただくこと

にしたいと思います。

a且

（
｝

〈チャィナシーレース出場予定艇〉

1．<II光V>,2.<KIKI>,3．〈アルゴノート>,4．〈シ
ンドバット>’5．〈つばくろ>’6．〈テイダ〉

〈パンナムクリッパーカップ出場予定艇〉

l.<サンバードV>,2．<l1光V>,3．〈トーゴー>,4.

<雲柱>’5．〈フシⅢ>’6．〈ビツグアツブル>’7．〈カズ〉

8.<KIKI>,9.<つばくろ>,10.<ヤマハプロト>,

11.<風小僧束卓>,12.<光>,13.<ゴテルテル>,14.<マー

サ〉

（以'2の艇が予定をしております。これ以外に,1l11場希

望艇がありましたらNORC牧田までお知らせください｡）

清水これだけ定数をオーバーすると予選レースが必

要ですね。

並木予選をやる前にナショナルチームを3から4へ

増す話をしてください。

大儀見オーストラリアでMrグーチに合ったので話

(20）



○FFSHORE昭和57年2月15日第83号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

はしてみたけれど，いずれにしろ選考はやらなければ

ならないね。

清水前回のクリッパーカップの時には，29隻の出場

希望艇のリストがアメリカに渡り，アメリカ側ではこ

れは負けられないと最強チームを組むといってたね。

大儀見他に出場希望艇は聞いておられませんか。

並木関西の方でくコテルテル>,〈トーゴー>,<KIKI>

でチームを組んで行くといっていたので，かってに決

めてもらっては困るといっていたのですが。

大儀見並木さんが先ほどいっていた，5月8日から

のビッグボートレースの中身はどんなものなの。

並木オリンピックコースが中心で，花の大島レース

に乗ることを考えています。別の三宅，八丈島レース

を企画して，また関西の人々が帰るのに都合が良いよ

うにフィニッシュを下田にすることも考えております。

大儀見5月のこの時期が選考をやるのにギリギリの

線であるし，6月には東京一ハワイのフイーダーレー

スをやってくれないかという要望もあります。

清水しかしそのレースを選考レースだと決めれば選

考レースになりますね。

大儀見少し元へもどりますが海外レースに出場する

ために宿泊からすべてやると専従員を一人おいてやる

ことになってしまう。NORCとしては情報等を伝える，

ナショナルチームを派遣するにあたり交渉をする，し

かし，船を運ぶことや税関のこと，クルーの航空券の

こと等はNOCRがやるといってもNORC事務局として

は無理だと思う。この点をはっきりさせておかないと

事務局がパンクしてしまう。

清水国際委員会は総務委員会の中の一コミッティー

として開設することとなると思います。最終の選考に

ついては，ゴミッティーにおまかせいただくというこ

とでいかがでしょうか。今日の話をたたきだいにして

基準等を決めていただく。

大儀見パンナムに行った時に,CYCAとかNORCと

かの代表が集まるのだからコーディネーションの会議

をもってスケジュールを調整するとか，パンパシフィ

ックのチャンピオンシリーズを作ることもできると思

う。今年の沖縄レースにはビッグボートとしてはくア

ポロ〉が参加する予定になっています。

山崎海外レースのインフォメーションはNORCに集

まりますか。

大儀見ほぼNORCに来ています。できるだけオフシ

ョアに載せたいと思っております。

清水先日もホンコンからインパラクラスの極東選手

権をやりたい旨のインフォメーションが届きました。

結果的にはお流れになったのですが，海外レースのア

ナウンスメントは海外のヨット雑誌が鎧も良いと思い

ます。

事務局来年のレースのインフォメーションで来てお

りますのは，チャイナシーレース，クリッパーカップ

シリーズレース，ハーフトンヮールドチャンピオンシ

ツプの3レースです。

山崎くサンバードV>はシドニーホーバートレース出

場のために回航中ですが，この前の台風26号の余波を

受けてメインセールはずたずた，チェーンプレートは

ぶつとぶほど大きなダメージを受けましたが，マスト

は奇蹟的に折れず，3日ほど足止めをくらっただけで

風に恵まれ快調に回航中であります。今回のシドニー

ホーバートレースでは良い成績を残せると思います。

山田エントリーはどのようにしておけばよいでしょ

うか。

清水各艇ごとにエントリーは済ませていただき，ナ

ショナルチームとしてのオースライズ等はNORCで行

います。

大儀見この前オーストラリアに行った時，78年のク

ォータートンヮールドで日本へ来た連中が，今度どの

クラスでチャンピオンシップをやるのかと聞いていま

したね。

山田チャンピオンシップを行うと船は結構できるね。

中谷5月8日からのビッグボートクラブのレース等

につきましてはNORCのレーススケジュールを見て決

めております。

周東ビッグボートクラブはレーティング27.0ft以上

ですね，クリツパーカッフ。は26.0ftから出場できると

思いますが……。

並木もちろん26.0ftでもビッグポートクラブのレー

スに出場していただいても結構です。

清水最後にまとめとなりますが，山田先生から提案

のありました窓口の件は，総務委員会の中に国際委員

会を作らせていただくことで了承していただきたい。

一番最近のチャイナシーレースにつきまして，新しく

出来るコミッティーにより早急に選考基準を決め，ナ

ショナルチームその他代表を決めたいと思います。多

くのご意見をいただきましたがこれらを反映させてゆ

きたいと思いますがいかがでございますか。

今日は大変御多忙中，長時間ありがとうございまし

た、

へ

‐

挿

戦鴬
齢一噌
毎聖L

関 西ビッグボートレース

＃のお知らせ 》
軒
・
龍

、覇認､職；．
『Jγ識出一命,』 ____玲一'甥瀬島4鵠

ワントン以上のボートにより，西宮沖にて下記

の通りビッグボートレースを開催いたしますので

奮って御参加下さい。

記

日時3月21日，22日28日

出場資格ワントン以上の艇

場所関西ヨットクラブ

申込先〒662西宮市西波止町’－2

TEL(0798)35-7758諏訪禎男まで

(21)
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海外レーストピックス
NORC事務局

●1982年チヤイナシーレース＆チヤイ

ナシーシリーズ

チャイナシーレースほど日本人にとって身近かなレ

ースは他に見当たらない。古くは1962年にくコンテッ

サ〉Ⅱ世が日本の外洋クルーザーとして初めて海外のレ

ースに出場した。あれから21年間に13隻の艇が出場し，

1970年には東海の雄くチタ〉Ⅲ世が優勝を成し遂げて

いる。今年も我が国から次の艇が参加の名乗りをあげ

ているので紹介してみよう。

1．〈月光V>:オーナー並木茂士,G･フレーズ設計

の41フイートアルミ艇,1977年のトランパック及び

1978年パンナムクリッパーカップに出場｡(神奈川県油

壺）

2．〈テイダ〉：オーナー石嶺亮，歌田道教設計の35フ

ィートFRP艇,1980年チャイナシーレース,1980年パ

ンナムクリッパーカップ,1981年太平洋シングルハン

ドレースに出場｡(沖縄県宮古島）

3．〈アルゴノート〉：オーナー山田元久，高井理設計

の34フィートFRP艇(広島県パールアイランド）

4．〈シンドバットⅢ〉：オーナー松本太一，木原俊夫

設計38フイートFRP艇。1978年及び1980年に沖縄レー

ス連続優勝｡(NAK33,愛知県幡豆）

5．〈つばくろ〉：オーナー幸村至岐ヤマハボート設

計のニュー34フィートFRP艇｡(静岡県沼津）

6.<KIKI>:オーナー古屋進,R･ホーランド設計の

37フィートFRP艇｡(兵庫県西宮）

以上6隻が現在エントリー希望中であります。

次にレース・スケジュールについて

l.オフシヨアーレース(120M)

3月27日1600スタート

2．第1インシヨアーレース(30M)

3月31日1000スタート

3．チャイナシーレース(600M)

4月3日1100スタート

これ以後はフイリピンのマニラにて

4．第2インシヨアーレース(30M)

4月10日スタート

5．第3インシヨアーレース(30M)

4月11日スタート

規則:ORCスペシャルレギュレーションカテゴリー

G!1"｡IORレーテイングMKmorma20フィート～70

フィートまで。

(23）

エントリー料金：チャイナシーシリーズHK$1,000

連絡先:TheSecretaryTheChinaSeaSeries,

RoyalHongKongYaChtClub,Kellett

Island,HongKong.

●1982年第3回パンナムクリッパー

カップヨットシリーズ

今回で早くも3回目を迎えたクリッパーカップ（1

年おき）は，ますます出場艇の内容が充実し，あたか

も環太平洋版アドミラルズカップの様相を呈してきま

した。78年にはく月光V>,<サンバードV>,<チェスパ

ー>(<雲柱>チャーター艇）の3艇でナショナルチーム

を組んでの参加でした。80年にはく雲柱>,<ティダ〉，

<朝烏>の3艇がナショナルチームを組み，大いに健闘

し，日本チーム侮りがたしとの印象を，少しは外国勢

に与えたものでした。そして82年，昔から石の上にも

3年という言葉がありますように、足かけ6年，3度

目の正直となりますかどうか。では次に出場希望艇を

リストアップしてみましょう。(順序不同）

1.<サンバードV>(S&S54オーナー山崎達光)。

2．〈月光V>(FRE41オーナー並木茂士)。

3．〈トーゴーⅥ>(HOL41オーナー山田東吾)。

4．〈雲柱>(YOKO40オーナー佐々 木研-)。

5．〈ふじⅢ>(FRE45オーナー藤本達雄)。

6.<BIGAPPLE>(HOL44オーナー松田栄夫)。

7．<KAZU>(DOU42オーナー有田一郎)。

8．<KIKI>(HOL37オーナー古屋進)。

9．〈つばくろ>(ヤマハ34オーナー幸村至岐)。

10．〈ヤマハプロト>(ヤマハ42，ヤマハ)。

11.<コテルテル>(KIH42オーナー山口照雄)。

12.<マーサ>(WAG34オーナー平田克己)。

13.14，玄海支部よりDUB37とTAK39の2隻が希望。

15．〈風小僧東京>(U-34オーナー片桐建-)

このほかにも数艇あるもようです。

日本からのナショナルチームとしては3チームまで

となっています。もしこのまま15～18隻の希望艇があ

るとしますと予選の必要性が出てきます。

では次にレース・スケジュールを記してみましょう。

l.第1オリンピックレース(27M)

8月7日1100スタート

2．第2オリンピックレース(27M)

8月8日1100スタート
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3．シヨートオフシヨアレース(100M)

8月10日1200スタート

4．第3オリンピックレース(27M)

8月12日1100スタート

5．ロングオフシヨアレース(775M)

8月15日1200スタート

規則:ORCスペシャルレギュレーションカテゴリー

d!l''IOR26フイート～70フイートまで

エントリー料:US$500

連絡先:GeneralRaceChairman

1982ClipperCupYachtSeries

WaikikiYachtClub

1599AlaMoanaBIvd,

Honolulu,Hawaii96814USA

NORCからのお知らせ

」ビーケン写真集 昭
和
師
年
２
月
函
Ⅱ
発
行
（
毎
月
一
回
喝
Ⅱ
発
行
）

昭
和
魂
年
７
月
幻
Ｈ
第
二
種
郵
便
物
認
可

NORC事務局では先月号に紹介した「ビーケン

の写真集」を限定100冊にかぎり販布することとな

りました。つきましては御希望の方はNORC支部

または本部まで連絡ください。

価格正価18,600円をNORC価格15,800

円にて販売いたします。

くわしくはNORC事務局までお問い合わせ下さい。

尚写真集入荷は，1月下旬を予定しております。

お申し込み方法〒105港区虎ノ門1-15-16

(社）日本外洋帆走協会松本までTELO3504

1911～4

GeneralRaceChairman

KENNTHLMORRISON

r巳

通常総会・代議員会等

の開催について

(ご出席のお願い）

童.=……………､……………………､爵…､…….行……､…………￥
；
；

新弩録艇の紹介｜； I
；

；
伊

』
Xセール番号，艇名，帆装，フリート，全長× ；

； ；
水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の順
； ；
；☆印は会友艇；
逢………弓……………､…………､､……………､………………受第26回通常総会が下記のとおり開催されます。

今回の総会には次のとおり第3回代議員会で審議可

決される事項が報告される予定となっております。

56年度事業及び決算報告

57年度事業及び予算計画の報告

改選される役員等に関する報告

会費未納者の取り扱いに関する報告

国際委員会設置に関する報告，等。

日本外洋帆走協会も年を重ねるに従って，その組織規

模が増大して発展の一途を辿っております。会員の皆

様におかれましても，別途案内状を郵送致しますが，

是非ご出席の上何かと御指導御鞭推を賜りますようお

願い致します。

なお，当日出席できない方は是非とも委任状の提出

をお願い致します。

1．日時昭和57年2月27B1630から

2．場所港区虎ノ門1－15－16

（船舶振興ビル10階会議室）

NORCTEL(03)504-1911

3．その他

当日は総会のほか次の会議が行われます。

第81回理事会1230から

第3回代議員会1430から

なお総会終了後懇談会が催される予定となっており

ます。

2994SHANGRI-LAmOCEAN1100鬼崎港

11.00×8.70×3.60×1.80丹羽由昌,丹羽徳子,佐々 木

忍，稲葉穰二，石原康正，内111l{1竹志,H比野疑博，

星野和義，金森宏之，菅原'|得，小林俊彦，田代稔，勝

戸祐二,*IAH1文雄，吹原優二（共同)/艇名の由来：

[ThesceneofJamesHilton'snovelLostHorizon]

an)'imaginaryidyllicutopiaorhiddenparadice.／

抱負：小笠原，沖縄への航海を夢兇つつ，Ⅲ砒ではい

かなる船遊びがfl1来るかと胸はずませて，進水を待機

中｡／クルー：Ⅱ世のクルー5名が，オーナーに格上げ
12、

になったため，現在のところ，石原，三宅，大久保の

3名。
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